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平成 28年度町政懇談会記録（要旨） 

 

開催日 ： 平 成 28年 7月 14日 (木)  

開 会 ： 午 後 7 時 0 0 分  閉 会 ： 午 後 8 時 25分  

場 所 ： 穴太多目的研修センター 

参 加 者 ： 男 21人、女 5人 計 26人 

町職員：町長、副町長、総務部長、財政課、政策課 

 

 

○懇談 

男性      ハイブリットパークってどこのことですか。 

 

町長      サンジルシのグランドの後です。東員病院の東です。あそこは個人の持ち物で町が

持っているわけではないです。 

 

男性      今、話のあったハイブリットパークの所有者は曲者だと思っています。私もあそこ

を所有していまして、勝手に土を取られて、ヒノキを切られたりして、立ち合いも全

くしないんです。それで見に行ったら山が全くなくなったという状態です。 

 

町長      ハイブリットパークに個人の土地もあるのですか。 

 

男性      そうです。うちは売ってないです。あんな業者は信用してはいけないですよ。 

 

町長      今回の企業立地の場所は、開発申請をして県の開発許可がおりています。 

 

男性      開発許可の中に所有者の同意書は全部ついていると思います。何番地のどことどこ

とがあってどの場所かというのはわかっていますか。 

 

町長      今回の企業が立地する場所は、サンジルシのグランドがあった場所になります。私

も図面で確認しています。 

 

政策課長    今回の売買の面積は 18,000 ㎡になります。その部分は県が開発の許可を出してい

ます。公図上と現地がうまくあっているということになります。 

 

町長      許可権限は県ですので、県が許可を出したということですので、我々は許可権利者

が許可を出しましたし、町が売り買いするわけではないので、紹介しただけの話にな

ります。許可については、県できちんとしていただいていると思っております。他の
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場所についてはもう一度調べさせていただきます。 

 

男性      まちづくりの基本は道路ではないかと思っています。東員駅の東に広い道がありま

す。総合文化センターのところで信号があって、中央大橋の方まで行きますが、あの

道を駅からまっすぐ中央大橋までいけないものだったのか。また瀬古泉の工場地域に

指定されていますよね。藤川から東員橋に行く道路からどこかで、東西に 5ｍから 6

ｍの道路を作っておくと工場も来やすかったんじゃないかなと思います。今言っても

仕方ないけれども、都市計画は道路が基本じゃないかと私は思います。町が何をする

かを決めたら、まず何ｍの道路をと決めてまちづくりをしたらどうかと私は思います。

ハイブリットパークも町の指導でこういう道路を作りなさいと業者に指導していた

だきたいと思います。 

 

町長      東員駅東の道路は都市計画道路なんですが、県へ変更の申請をしています。ご指摘

のようにクランクになっていますので、大型車が非常に曲がりにくく危ないです。今

申請しているのは、総合文化センターの東を回り込んで中央大橋につなげていく路線

で申請しています。今年の県の都市計画審議会にかかるはずです。今の都市計画道路

は、総合文化センターと役場の間の道路を、そのまままっすぐ東員駅へ高架でつなぐ

計画ですが、現実的に無理ですから、今我々が申請している方向へ変えていきたいと

思っています。瀬古泉の工業団地については、民間が公図を変えずに現地だけ変えて

しまっています。そこを工業団地にしたので、昔の公図を現状に合わせないで企業誘

致したもので、公図と現地が合わなくなってきています。地籍調査でできるところは

直したのですが、全部はまだできていないです。本来なら、おっしゃられたように、

一本道路を引いてその横に工場を立地していくとすっきりしていったと思いますが、

最初が悪いので仕方ないところがあります。ハイブリットパークのところも都市計画

道路ですが、あそこも加工申請が出てきていまして、工業団地への入り口を少し拡幅

します。近々工事が行われると思います。 

 

政策課長    県道から城山方面へあがっていくところですが、まだ許可は出ていないと思います

が、道路の西側にも歩道を設けて、ハイブリットパークへ入る入り口も警察と協議を

して皆さんの安全を確保できるような形にしていくと聞いております。 

 

男性      藤川の堤防ですが、以前は大型車が走行禁止だったんですが、今は大型禁止の看板

は外されて大型ダンプなども通行し、堤防がだいぶ傷んでいますが、いつから大型が

通行可能になったのかはどなたにお聞きすればわかりますか。 

 

町長      以前は鉄板橋がありそこを大型車が通ったのですが、それがなくなったので、規制

を外したのかもしれませんが、警察、公安の管轄になります。堤防の状態は建設課に

は話をして調べます。 
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男性      大学生を抱えた年代のものは、家計が非常に苦しいのですが、一部の市町村では奨

学金を出しているところがあります。額としてはそれほどの額ではないですが、ある

とないのは違いますので、計画される予定はありませんか。 

 

町長      今年から新たな奨学金制度ができています。ご利用いただけるものであればと思い

ます。 

 

総務部長    新しい奨学金については、高校と専門学校が対象になります。以前は 3,000円とい

う金額が 5,000円で返還はいりません。一部条件があって、成績や所得の制限はあり

ますが、詳細は教育委員会にお尋ねいただいたらお答えさせていただきます。 

 

男性      資料にもありましたが、神田地区は人口が安定しています。笹尾・城山地区は減少

しています。それぞれの地区の人口要因を調べていただいて、神田地区のようなまち

づくりをしていただいたらいいのではと思います。 

 

町長      笹尾・城山地区の人口減の決定的な要因は、在来地区に比べて敷地が狭いんです。

子どもが大きくなって親と一緒に２世帯で住もうと思ってもなかなか住めないです。

それで出て行ってしまう。ただ、入ってくるときはわりと近くに空き地を探して入ら

れる方もみえます。今笹尾西１丁目に保育園の跡地があり、それを売りました。大和

ハウスとミサワホームとトヨタホームの３社合同で開発する工事が始まっています。

13軒建ちますので、そこに若い人を呼び込んでいただきます。この 3社にはそれだけ

ではなく、東員町の空き家や空き地をリフォームするなり、空き地を活用していくな

りと、力を入れていただくようお願いしています。この 3社に限りませんが、名古屋

方面の情報をたくさん持っています。名古屋方面でも東員町に来たいというニーズが

あるそうです。情報は多い方がいいですので、これからはこういった事業者と一緒に

考えていくことをしていきたいと思っています。笹尾・城山は人の循環を考えていか

なければならないと思っています。笹尾西地区は一番古いのですが、笹尾西小学校で

は、ずっと子どもが減り続けていたのが、横ばいになってきて、1 クラスしかなかっ

たのが、2 クラスになりました。少し増えるかもしれないという傾向がみられてきま

した。こういった地道な努力を重ねて、人が循環していくことを我々は考えていかね

ばならないと思っています。 

 

男性      ひとつは道路の件ですが、穴太地区内を通学する中学生の自転車通学をみています

と、穴太山城線の歩道らしきものが荒れていて、自転車が通るにも下手すると側溝に

落ちてしまうような危険な状況なんです。これは県道なんでしょうか、どうなのかな

と思っています。町として県道の歩道を何とかしてほしいと思います。朝の場合は高

校生が南へ、中学生が北へとすれ違いますがとても危険です。道路の通行量が年々増

えていまして、朝の 8時から 9時頃はいつも渋滞していて、車道を自転車で走るのは
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困難です。子どもが事故に合わないよう何とかしてほしいです。 

        それと、介護の問題を話されましたが、私も高齢となっております。サロン事業を

やってきましたが、今までの 500 円が 200 円になってしまい、我々老人会としては、

ちょっとしたものを出さないと人集めが大変なんです。町にとっても健康で長生きし

てもらうのがプラスになると思いますので、高齢者が地域で集まる方法にはどういう

方法がいいのか、もう一段階レベルアップした人集めの知恵を、町として検討してい

ただきたいと思います。町でも色々講座もしていただいていますが、町まで出向くの

も大変ですので、地域で集まれる方法をご教示していただけるとありがたいと思いま

す。 

 

町長      穴太山城線の通学路については建設課へ話をします。実は六把野新田から穴太まで

くる旧道も危ないから蓋をしてほしいと県にはいっていますが、なかなか進まないで

す。この件も含めてもっと要望していかねばならないとは思っています。 

        高齢者の話ですが、笹尾地区で交番の跡地を貸したんです。そこで自分たちで全部

そろえて、近所の方が集まってこれる憩いの広場ができています。いま城山でもその

ような話が出ています。先ほどの空き家の話もしましたが、空き家でいい物件を見つ

けていただいて、集まれる場にするのもありかと思います。持ち主さんと自治会、そ

こに我々行政が入って、貸してほしいという話をしていただいてもいいです。地域で

ここがいいというものを見つけていただいて利用していただくのがいいと思います。

こういう集会所はなかなか人が集まりにくいですが、ひとつの家だと集まりやすいと

いうのもあります。そんなことを考えていただくといいのかなと思っています。我々

もバックアップさせていただきます。 

 

男性      この懇談会のような場は今後も開催していただきたいなと思います。 

 

町長      できるだけ、こういった場は開催させていただきたいと思っていますので、ぜひご

発言をいただけるとありがたいと思います。 

        情報までに言いますと、今、ふれあいトークと、出前講座というものをやっていま

す。出前講座はテーマを決めて役場の職員がお話させていただくもので、ふれあいト

ークは、私が皆さんのところに出向くものになります。条件はふれあいトークは 20人

以上、出前講座は 5人以上が条件になっています。ぜひご利用いただけるといいかと

思っております。 


